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H16.7新潟･福島豪雨で関屋分水路がなかったら【関屋分水路事業の効果】

戦後最大となったH16.7新潟･福島豪雨の洪水でも、昭和39年（1964）から47年（1972）にかけて開削された関
屋分水路により、県都･新潟市は洪水の被害を免れました。 

●想定される浸水被害 

●関屋分水路がなかった場合の浸水想定区域 
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平年の7月1ヶ月分の降水量を大きく上回る量がたった１日に降った 
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関屋分水路がなかったとしたら、千歳大橋地点では、HWL（計画の
流量を安全に流すことのできる水位）を1.1ｍ超過し堤防を越水 

H＝1.65m1.65mH＝1.65m

横断形状 

千歳大橋（7.17’k） HWL
実績水位 
関分なしの予想水位 

床下浸水 被害額 

約2,300 約800 約60,400戸 約15,300戸 約2兆円 

※ＨＷＬを越えた時点で破堤する氾濫シミュレーション計算により、本川下流部の
　左右岸各1点で破堤した場合の１番大きい浸水範囲、浸水深を表しています。 

日本海 

関屋分水路 
1,800ｍ 

凡　例 

5.0m～2.0m 

2.0m～0.5m 

0.5m未満 

浸水深 
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　　　　水深の目安 

2階の軒下まで浸水する程度。 

1階の軒下まで浸水する程度。 

大人の膝までつかる程度。 

信濃川（下流） 

関屋分水路 
新潟県 
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